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和歌山県では過去に歴史的な大規模土砂災害が繰り返し発生しており，和歌山県紀中を流れる有田川では

昭和 28 年に有田川水害（紀州大水害）と呼ばれる災害が発生した．有田川流域には，有田川水害の被害状

況や教訓を標した「災害伝承碑」が数多く存在しているため，文献等をもとに現地調査を行った． 

地域の防災意識を高めることを目的に，調査結果を有田川流域の地域住民に対し伝承を行った．また，地

元の人が自分から興味を持って災害伝承碑を訪れるよう，動画や画像付きの位置図を制作した．  

 現地調査を行う中で，災害伝承碑は場所がわかっても目につく場所にない，もしくは隠れている等といっ

た課題も見つかり，認知されるためには継続的に地元に伝承していくことが重要である． 

 

キーワード 災害伝承，有田川水害，YouTube 

 
１．はじめに 

 

和歌山県では過去に明治 22 年・昭和 28 年・昭和 33

年・平成 23 年と歴史的な大規模土砂災害があり，中で

も昭和28年 7月18日に発生した有田川水害（紀州大水

害）は県内各地で大きな被害をもたらした．人的被害は

約26万2千人で和歌山県民の約4分の1に相当する人が

被災した． 

特に有田川流域（図-1）に位置する市町の被害は甚大

で，上流に位置するかつらぎ町花園では金剛寺の崩壊を

はじめとする多数の大規模崩壊が発生して壊滅的な被害

を被った．また，下流に位置する有田市・有田川町でも，

有田川の氾濫により多数の浸水被害が発生した（写真-

1）．今後また自分の住んでいる地域で発生するかもし

れない土砂災害・水害に備えるためには「過去の災害に

学び、生かす」取組みが重要である．¹⁾ 
有田川流域には，有田川水害の被害状況や教訓を標し

た「災害伝承碑」が数多く存在していることが文献等²⁾³
⁾⁴⁾⁵⁾から読み取れる．そこで本研究では文献の位置情報

や画像を手掛かりに、実際に現地調査を行った結果につ

いて報告する．また，地域の防災意識を高めるために，

有田川流域の地域住民に対し伝承を行った事例について

報告する．さらに，調査結果をもとに地元の人が自分か

ら興味を持って災害伝承碑を訪れるよう，動画や画像付

きの位置図を制作したのでこれも報告する． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 有田川水害の被災状況写真 

   出典: 和歌山県災害史⁶⁾ 

図-1 有田川流域 
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２．現地調査 

 

文献の中には小字名の表記のみで位置の特定が困難な

ものもあったため，事前にGoogleマップのストリートビ

ュー機能で周辺を調査し，伝承碑と思われるものにめぼ

しを付け，大まかな位置を特定し現地調査を行った． 

また，文献には伝承碑の写真がないものも多く，現地

を訪れてから発見に時間を要したものであったり，砂や

雑草で隠れて発見が困難なものもあった（写真-2）． 

有田川水害の伝承碑の調査を行う中で，昭和より昔の

江戸時代や奈良時代に発生した土砂災害・水害を伝える

ものも調査を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有田川流域の市町の調査結果は表‐1 に示す．文献等

に記載があるが発見できなかったものも複数あった（表

-2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
３．地元に伝承した事例 

 
 現地調査の結果をもとに、地元の防災機関や消防団へ

防災研修と合わせて災害教訓の伝承も行った． 
 防災の寺子屋実行員会は有田川町金屋地区にある金屋

文化保健センターで実施した．会場の近くには有田川水

害で被災し，有田川上流から流されていた死者を弔う石

碑があるため紹介した． 
また，五郷消防団の中には，令和5年台風第2号で被

災経験がある方の参加もあり，当時の被害概要と災害の

恐ろしさを書き記した手記を紹介した．さらに，有田川

水害で被害を出した，五郷地区に近接する二川地区の当

時の被害状況と，近く遺された災害伝承碑災害を紹介し

た． 
災害をより自分事として感じてもらうためには自分の

住んでいる地域で起こった災害について知ることが有効

な手段のひとつであると考える．参加された方は地元で

発生した過去の写真や伝承碑を見て，より一層集中して

聴いているように見えた（写真-3）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．動画と位置図の公開 

  
 調査結果をもとに地元の人が自分から興味を持って災

害伝承碑を訪れるよう，動画や画像付きの位置図を制作

した． 
動画は災害伝承碑の紹介だけではなく，当時の被災状

況の説明や，災害伝承碑が建てられるに至った経緯を入

れた．制作した動画は有田川流域だけではなく県内全域

を対象とし，合計5本の動画を公式 YouTubeチャンネル

写真-2 砂や雑草で隠れた災害伝承碑 

表-1 有田川流域の市町の調査結果 

表-2 文献に記載があるが発見できなかった伝承碑 

出典: 7.18水害保田復興記念誌⁵⁾ 

写真-3 防災研修の様子 
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で公開した（写真-4）．再生回数は公開から約１か月で

合計 400回再生を超えた． また，今回の取組みは国土交

通省国土地理院 HP の映像作品・報道での活用事例でご

紹介いただき，ますます多くの方の目に留まることが期

待できる． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，位置図についても県内全域を対象とし，合計38

枚と 96 基の伝承碑（有田川流域については合計 9 枚と

20基の伝承碑）を写真付きで作成し，ホームページで公

開した（写真-5）． また，災害伝承碑の凡例の色で災害

伝承碑が建てられる機会となった災害の発生時期が分か

る工夫をした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
５．伝承における課題と考察 

 
 有田川水害は発生から 70 年あまりが経過し，実際に

経験したことがない世代へ移り変わっている．さらには

それを語り継ぐ人が徐々に減少していく中，地元に残さ

れた災害伝承碑の重要性はますます増してきているとい

える．しかし，文献等をもとに現地調査を行った結果か

ら， 
・そもそもどこにあるかわからない，もしくは知られて

いない． 
・場所がわかっても目につく場所にない，もしくは隠れ

ている． 
・石碑に刻まれた文字が風化の進行で判読できない（写

真-6）． 
といった課題点も見つかった． これらは災害伝承碑が

認知されていないことから生じる課題であるため，今回

の調査結果をもとに制作した動画や位置図を用いて積極

的に広報していくことで解決に近づくことができると考

える． 今後も継続して地元に伝承していく予定である． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 公開した動画のYouTubeサムネイルと 

       二次元コード(左:YouTube右:国土地理院HP) 

写真-5 制作した位置図と二次元コード 

写真-6 風化が進行した災害伝承碑 
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 ※本論文は令和5年度第63回治山研究発表会で投稿

した「災害伝承碑調査と紹介動画の制作について」の続

報である． 
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